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昭和期における就学前の知的障害児への
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わなければならない。」とされ、次に掲げる者については「満 1歳 6か月を超え満 2歳に達しない幼児」






























































第 2段階（ 3〜 4歳）、言語の触発的機能ではなく意味的結合が主要な調整的影響力を持つようになる第
3段階（ 4歳半〜 5歳半）、および外言による調整の必要性が減少し、内言による調整が主となる第 4段

























Ｃ通園施設は、単独通園形態で 3歳児から 5歳児までの知的障害児に対して 3クラスに分かれて療育が
なされている。月曜日から金曜日まで毎日10時から15時まで、作成した各ケースの個別目標・個別指導計
画を基にして療育を行っている。通園児の多くは重度から中度の知的障害を示している。













































7ケースにおける第 1回目の平均年齢は 5歳 5か月（ 4歳 1 か月〜 6歳 0 か月）、田中ビネー知能検査
の精神年齢の平均は30.7か月（およそ 2歳 7 か月 SD：8.1）、知能指数の平均は48.4（SD：10.6）、太
田ステージ評価では StageⅡが 3名、StageⅢ-1 が 3名、StageⅢ-2 が 1名であった。第 2回目の平均年
齢は 5歳10か月（ 4歳 6か月〜 6歳 5か月）、田中ビネー知能検査の精神年齢の平均は34.3か月（およそ
2歳10か月 SD：7.3）、知能指数の平均は50.3（SD：8.9）、太田ステージ評価の Stage Ⅲ-1 が 5名、
StageⅢ-2 が 2名であった。
田中ビネー知能検査の精神年齢については、平均 3 か月の伸びを示した。得られた 1回目と 2回目に精
神年齢、および知能指数を使用して母集団に対応がある場合のｔ検定を行った。その結果、精神年齢につ
いては 2回目の測定の方が有意に高い値を示した。（t(6)=5.84, p＜.01）、知能指数については 1回目と
2回目の値に有意差はなかった（t(6)＝1.54，n.s.）。つまり、精神年齢は有意に向上したこと、および
知能指数には有意な変化がなかったことが示唆された。
太田ステージ評価については、対象児 7名のうち、 3名が StageⅡからⅢ-1、 1名が StageⅢ-1 から
Ⅲ-2への移行が認められた。Stage Ⅲ-1 の 2名、Stage Ⅲ-2 の 1名については移行が認められなかっ
た。 7名中 4名が次の Stageに向上した。Stageに変化がなかった 3名であるが、田中ビネー知能検査の




対象児(性別) 生活年齢 精神年齢 知能指数 ステージ（Stage）
第 1回目 第 2回目 第 1回目 第 2回目 第 1回目 第 2回目 第 1回目 第 2回目
ケースＤ(女) 5：10 6：3 2：0 2：3 34 36 Ⅲ-1 Ⅲ-1
ケースＥ(男) 6：0 6：5 2：0 2：3 38 42 Ⅱ Ⅲ-1
ケースＦ(男) 5：10 6：3 3：7 3：10 61 61 Ⅲ-2 Ⅲ-2
ケースＧ(女) 5：9 6：2 2：8 3：0 46 48 Ⅲ-1 Ⅲ-1
ケースＨ(女) 5：5 5：10 3：4 3：5 62 58 Ⅲ-1 Ⅲ-2
ケースＩ(男) 4：9 5：2 2：5 2：10 51 54 Ⅱ Ⅲ-1
ケースＪ(男) 4：1 4：6 1：11 2：5 47 53 Ⅱ Ⅲ-1
表 2．各対象児の認知能力に関する精神年齢等の変化
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